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年 頭 の ご 挨 拶

公益社団法人 瀬戸旭法人会

会　長　伊　藤　健　一

　新年明けましておめでとうございます。本年

もどうぞよろしくお願いします。

　日頃は法人会活動にご協力いただき誠に有難

うございます。今年は記念すべき年になりま

す。４月末で平成31年が終わり、新天皇のも

と、新元号が始まり、昭和は遠くに感じるよう

になり、平成は過去のものとなります。

　時は進み、今は限りなく発達した通信機器の

進歩で世界はさらに近くなり、細かな動きが素

早く身近に感じるようになりました。

　トランプ米国大統領は就任してから、既存の

マスメディアを通じず、ツイッターにより自ら

の意思、考えを伝えています。記者を通さず直

接その思いを表現されて、大統領の一挙手一投

足が世界を揺るがしています。「自国第一主

義」の考え方は今までの共存共栄の考え方が失

われて、我々を恐ろしく不安がらせるものであ

り、昨年末に米中の貿易戦争といわれた、関税

問題は周辺国を大変不安がらせました。

　安倍政権になって３本の矢を放たれ、６年間

で緩やかな景気回復が続き、戦後最長の好景気

といわれています。適温経済のもと上昇してい

るのでしょう。しかし、日本の経済はほぼ一貫

して世界経済の拡大に支えられてきたと言われ

ています。地球上のどこかの火薬庫が暴発しな

いように願いたいものです。

　８年ほど前にはハローワークの窓口があふれ

ていましたが、今では人手不足で外国人労働者

をもあてにしなければならない状況になってい

ます。少子高齢化のためと一口では言い切れな

いものがあるのではないか、労働意欲、熱意が

昔に比べて希薄ではないか、ゆとり教育で教え

育った若者たちは少々の苦しみや努力すること

に耐えられず、自分の時間を楽しむことが最優

先になって、労働という義務が忘れられている

ように感じる。もちろん一部の若者でしょう

が。

　さて昨年末、「全国法人会総連合」松崎也寸

志専務理事の講演がありましたので一部お伝え

します。

　法人会は昭和21年宮城県石巻法人会が始まり

で、当時は、戦後の混乱期で「徴税強化」に対

抗するためだったそうです。その後、申告納税

制度に変わり、昭和29年に全国法人会総連合が

設立され、政治的活動からは一線を引き中立的

立場としての活動目標に変わりました。

　昭和46年には中小企業が安心して事業活動を

するために、法人会が呼びかけ大同生命と提携

し損金処理できる大型保障保険を導入。この保

険手数料収入が法人会の運営資金に充てられる

こととなりました。平成７年のピーク時には41

都道県で132万社の会員を数えることとなりま

した。

　なお、大阪国税局管内２府４県は昭和18年に

納税協会として設立され、現在に至っていま

す。

　法人会は税務当局の支援を受けながら納税意

識の高揚に関する事業のほか、中小企業のため

の税制提言活動を行っています。

　国家的、社会的視点から、中立組織として企

業の納税意識や公益意識の向上に寄与し、日本

経済社会の安定をけん引する目標を持っている

のです。

　以上が割愛した話の内容でした。

　昨年７月に赴任されました、明るくて楽しい

尾張瀬戸税務署佐波署長のご指導を受けて法人

会活動に頑張りましょう。

　よろしくお願いいたします。
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年 頭 の 御 挨 拶

名古屋国税局　課税第二部長

岩　田　和　之

　平成31年の年頭に当たり、公益社団法人瀬戸

旭法人会の皆様に謹んで新年の御挨拶を申し上

げます。

　会員の皆様には、平素から税務行政につきま

して深い御理解と格別の御協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。

　さて、昨年の管内の経済情勢を振り返ります

と、個人消費は回復傾向にあり、生産活動、住

宅建設の増加により緩やかではありますが拡大

しております。

　さらに、経済以外の面に目を向けましても、

平昌五輪では愛知県出身の宇野昌磨選手の銀メ

ダルをはじめ、日本としても冬季五輪史上最多

記録を更新する13個のメダルを獲得し、2020年

東京夏季五輪への弾みとなりました。

　また、静岡県とゆかりのある本庶佑氏が、新

しいがん治療薬の開発などに貢献したとして、

ノーベル医学・生理学を受賞するという大変喜

ばしい出来事もありました。

　このような中で新しく迎える年が、会員企業

の皆様にとって希望の多い充実した年となりま

すことを祈念いたしますとともに、貴法人会が

引き続き魅力ある事業活動を展開され、会員企

業と地域社会の発展に一層の貢献をされますこ

とを御期待申し上げます。

　ところで、税務行政を取り巻く環境は、経済

活動の国際化・ＩＣＴ化の著しい進展ととも

に、制度改正が行われるなど、大きく変化して

おります。

　この変化に対して、国税当局といたしまして

は、ＩＣＴやマイナンバーの活用による納税者

の皆様の利便性の向上と、税務署の内部事務等

の集中処理などの事務運営の最適化を通じて、

税務行政のスマート化を目指すことにより、納

税者の皆様の信頼の確保に努めるとともに、納

税者の皆様が自発的に納税義務を履行していた

だけるよう税務コンプライアンスの向上に取り

組む必要があると考えております。

　貴法人会におかれましても、各企業の内部統

制面や会計経理面の質的向上に向けて、「自主

点検チェックシート」及び「自主点検ガイド

ブック」を作成し、これを会員企業のみならず

一般企業にも配布する取組を実施しておられま

す。

　この取組は、納税者全体の税務コンプライア

ンスの維持・向上に資するものであり、国税庁

の使命にも合致することから、更なる普及に向

けて後押しをさせていただくこととしておりま

すので、今後も積極的な取組をお願いいたしま

す。

　また、本年10月１日から社会保障の充実・安

定化を図るため、消費税及び地方消費税の税率

が８％から10％に引き上げられると同時に、消

費税の軽減税率制度が実施されます。

　国税当局といたしましては、納税者の皆様に

制度を理解していただくとともに導入に向けた

準備を進めていただき、自ら適正な申告・納税

が行えるよう法人会の皆様に説明会の開催等で

御協力いただきながら、着実な周知・広報に努

めているところです。引き続き、円滑な実施に

向けて取り組んでまいりますので、さらなる御

協力をよろしくお願いいたします。

　重ねてe-Taxやマイナンバーの普及・定着に

多大な御尽力をいただいており、厚く御礼を申

し上げますとともに、今後とも変わらぬ御支

援・御協力を賜りますようお願いいたします。

　最後になりますが、公益社団法人瀬戸旭法人

会の更なる御発展と、会員の皆様の御健勝並び

に事業のますますの御繁栄を祈念いたしまし

て、年頭の御挨拶とさせていただきます。
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年 頭 の 御 挨 拶

尾張瀬戸税務署長

佐　波　秀　真

　平成31年の年頭に当たり、謹んで新年の御挨

拶を申し上げます。

　公益社団法人瀬戸旭法人会の会員の皆様に

は、日頃から税務行政に対しまして、格別の御

理解と御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、私が昨年の７月に着任してから半年が

たちますが、伊藤会長をはじめ役員並びに会員

の皆様にお会いする折に、貴重な御意見を頂く

とともに、法人会活動に積極的に取り組まれる

皆様の姿を身近で拝見してまいりました。

　振り返りますと、貴法人会においては、法人

会の基本理念に基づき、税知識の向上や納税意

識の高揚を図るため様々な研修・セミナーを開

催するとともに、「手縫いぞうきん」「れんら

くちょう」の寄贈をはじめとする社会貢献活

動、「税金ウルトラクイズ」「税金大声コンテ

スト」「熱気球搭乗体験」等の地域に密着した

地域貢献活動、更に小学６年生に対する「租税

教室」へ講師を派遣する租税教育活動など、会

を挙げて取り組まれる姿勢は、税務に携わる私

どもにとりまして誠に心強いものであります。

特に昨年は、女性部会が創立50周年を迎えら

れ、長きにわたり、積極的な活動をしていただ

いていることに対しまして、深く敬意と感謝の

意を表する次第であります。

　さて、最近の税務行政を取り巻く環境は、経

済活動の国際化・高度情報化の進展により大き

く変化しております。このような状況の中、国

税当局といたしましては、「納税者の自発的な

納税義務の履行を適正かつ円滑に実現する｣と

いう国税庁の使命を果たしていくために、中長

期的に目指すべき将来像を取りまとめ公表して

おります。

　具体的には、ＩＣＴやマイナンバー・法人番

号の活用による納税者の皆様の利便性の向上

と、税務署の内部事務等の集中処理など、事務

運営の最適化を通じて税務行政のスマート化を

目指すことにより、納税者の皆様の信頼の確保

に努めてまいりたいと考えております。

　間もなく、平成30年分の所得税等の確定申告

が始まります。国税庁ホームページの「確定申

告書等作成コーナー」やe-Taxを御利用してい

ただき、早期提出と期限内納付をお願いいたし

ます。

　更に、消費税率の10％引き上げ及び軽減税率

制度が、本年10月に実施されます。

　国税当局といたしましては、軽減税率制度の

円滑な実施に向けて、事業者の皆様に制度の内

容を十分に理解していただき、自ら適正な申

告・納付を行っていただけますよう、着実な制

度の広報・周知や丁寧な相談対応に取り組んで

まいりますので、貴法人会の皆様にも、御協力

よろしくお願いします。

　本年は、尾張瀬戸管内においては、第70回全

国植樹祭の開催や藤井聡太７段のますますの活

躍が期待されるなど、明るい話題が豊富な年で

あります。会員企業の皆様にとっても希望の多

い充実した年となりますことを祈念いたします

とともに、貴法人会が引き続き魅力ある事業活

動を展開され会員企業と地域社会の発展に一層

の貢献をされますことを御期待申し上げます。

　結びに当たりまして、貴法人会のますますの

御発展と、会員の皆様の御健勝並びに事業の御

繁栄を祈念いたしますとともに、よき一年とな

りますようお祈り申し上げ、年頭の御挨拶とさ

せていただきます。

さ　　　ば　　 とし　　みち



－ 4 －

H30.8.24　決 算 期 別 説 明 会
　瀬戸商工会議所　　出席者14名　外一般２名

H30.11.19　決 算 期 別 説 明 会
　　　　　　瀬戸商工会議所　　出席者９名

H30.9.3　第２回理事会・組織委員会・４部会合同研修会（女性部、青年部、税研、調査部）・署長講演会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 瀬戸商工会議所　　出席者58名

H30.10.11　第35回法人会全国大会　鳥取市にて　　出席者３名

今年は三重県で開催

H30.9.18～20　消 費 税 研 修 会 瀬戸市文化センター・スカイワードあさひ
出席者197名　外一般２名
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H30.9.8　瀬戸物まつりに出展

H30.11.6　県連　平成30年度　税制講演会　出席者５名

　　　　　　　　「法人会の役割と税制改正提言について」

　　　　　　　　　　　　　　　　講師　松﨑　也寸志 氏

H30.12.17　第３回組織委員会・第２回厚生委員会　　　瀬戸商工会議所　　出席者30名

H30.12.3　県連　平成30年度法人会運営研究会　　出席者３名
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平成31年度　税制改正に関する提言

H30.11.7　瀬戸市長　伊藤　保德 氏 H30.11.7　瀬戸市議会議長　長江　公夫 氏

H30.11.21　尾張旭市副市長　秋田　誠 氏 H30.11.21　尾張旭市議会議長　森　和実 氏

H30.12.8　衆議院議員　鈴木　じゅんじ 氏

H30.10.13～10.14　尾張旭市民祭に出展
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H30.8.4　うちわの配布
（本地ヶ原連合自治会日立
ターミナルソリューションズ
盆踊り大会）ほか

H30.11.18 「税金ウルトラクイズ」＆「税金大声コンテスト」＆「熱気球体験」
　　　　　　　　　　　　　　　　尾張旭市立旭丘小学校　　出席者・見学者　約200名

H30.9.21　税 法 研 究 部 会 例 会
　　　　　瀬戸商工会議所　　出席者10名
「私の経験を通じて」　尾張瀬戸税務署
　　　 法人課税第一部門統括官　石川ユカリ 氏

H30.12.13　税 法 研 究 部 会 例 会
　　　　　　陶商会館　出席者15名
「働き方改革」 社会保険労務士　犬飼佳寿子 氏

H30.11.9～10　全国青年の集い「岐阜大会」　出席者４名

H30.11.30　大 規 模 法 人 研 修 会
ウインクあいち　　出席者６名　外一般１名
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H30.11.21　県女性部会連絡協議会情報交換会
　　　　　　 　ホテルキャッスルプラザ　　出席者４名

H30.12.6　署 長 と の 座 談 会
　　　　　瀬戸商工会議所　　出席者18名

H30.12.11　手 縫 い ぞ う き ん 寄 贈

H30.11.8　陶 商 部 会 企 業 施 設 見 学 会
ヤマハコミュニケーションプラザ　　出席者11名
ヤマハ発動機の歴史、製品の数々について見学し、認識を新たにしました。

瀬戸市役所　福祉課　600枚寄贈 ノベルティ・こども創造館　200枚寄贈尾張旭市役所　福祉課　400枚寄贈

H30.10.26　女 性 部 会 創 立 50 周 年 事 業
　　　　　　 　　　　瀬戸蔵　　出席者314名　内一般143名

青木さやかトークショー
「私の生き方」
～かっこ悪くていい。

堂々と正しく生きていきたい～

　　　　H30.11.4～5　建設業部会創立30周年記念施設見学会
　　　　　　　　余部鉄橋＆竹田城　　出席者10名
　　　　　　　　明治時代に建設された鉄橋、戦国時代に築城された山城を見学しました。

H30.12.19　教養研修会「正月飾り」

　　　 瀬戸商工会議所　　出席者19名
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H30.11.13　道泉・瀬戸東合同企業施設見学会
　　飛島コンテナふ頭見学　　出席者13名
　　無人コンテナ輸送車の管理、搬出等の工程を見学。
　　コンテナの搬入、搬出が自動化され大幅に合理化されていました。

H30.11.3　效範西支部企業施設見学会
　　　　　ミツカンミュージアム見学　　出席者12名
　　　　　企業理念、歴史、製造方法等について勉強しました。

H30.11.29　長根・陶原・水南合同企業施設見学会　　出席者11名

中部空港税関支署見学　　税関の仕事について、広報広聴官から説明を受け、
税関の重要性を再認識しました。

H30.11.23　品野・水北・東明合同企業施設見学会　　出席者20名

マルスウィスキー工場見学　　ウィスキーができるまでの製造工程について説明を受けました。



－ 10 －

「税の役割と税務署の仕事」をテーマに

　　　　税を考える週間（11月11日～17日）展開
今年度も、尾張瀬戸税務連絡協議会の各団体が参加して多くの行事が開催されました。

晴れの受賞おめでとうございます
平成30年度納税表彰

尾張瀬戸税務推進協議会長表彰

　多年にわたり、国税及び地方税の適正な申告に貢献されました。

加 藤　陽太郎

副会長

ヤマキ電器㈱

尾張瀬戸税務署長表彰

　多年にわたり、申告納税制度の普及・発展に貢献されました。

加 藤　一 夫

理事

幡山東支部長

㈲カトウ測量設計

若 杉　福 雄

常任理事

效範西支部長

丸五運送㈱

島 倉　 淳

理事

品野支部長

㈲竹堂園

山 中　直 人

理事

瀬戸東支部長

㈱山磯
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納　税　表　彰　式
平成30年11月15日（木）瀬戸蔵において納税功労者に賞状が手渡されました。

尾張瀬戸税務署長表彰

尾張瀬戸税務推進協議会長表彰
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こ
の
作
品
は
、
平
成
30
年
度
「
税
に
関
す
る
中
学
生
の
作
文
」
で

尾
張
瀬
戸
税
務
署
長
賞
に
輝
い
た
作
文
で
す
。

平
成
30
年
度　

◆ 

署 

長 

表 

彰 

◆

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
命
を
つ
な
ぐ
税
金
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
瀬
戸
市
立
幡
山
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　
　

小
林　

み
な
み

　

「
み
な
さ
ん
の
税
金
の
お
か
げ
で
父
さ
ん
は
生
き
て
い
け
る
ん
だ
よ
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
ね
。」
私
の
母
は
、
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
父
は
、
特
発
性
拡
張
型
心
筋
症
と
い
う
、
心
臓
の
重
い
病
気
で
し

た
。
心
不
全
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
、
最
後
は
心
臓
移
植
し
か
命
を
救
う

方
法
は
、
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
だ
っ
た
兄
と
小
学
生
だ
っ
た

私
を
残
し
て
、
ま
だ
死
ぬ
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
父
は
心
臓
移
植
を
す
る

決
心
を
し
ま
し
た
。
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
、
補
助
人
工
心

臓
を
う
め
こ
む
手
術
を
受
け
て
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
入
院
中

に
、
く
も
膜
下
出
血
を
発
症
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

心
臓
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
色
々
な
検
査
や
治
療
、
手
術
を
受
け
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
高
額
な
治
療
費
を
負
担
で
き
る
の
か
、

そ
の
こ
と
を
父
は
一
番
に
心
配
し
た
そ
う
で
す
。
大
黒
柱
で
あ
る
自
分
が

重
い
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
私
達
家
族
に
経
済
的
負
担
を
か

け
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
気
が
気
で
は
な
か
っ
た
様
子
だ
っ
た
と
母

は
、
し
ん
み
ょ
う
な
面
持
ち
で
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
父
が
前
向
き
に
治
療
に
臨
め
た
の
は
、
特
定
医
療
費
受
給
者
証

の
申
請
が
出
来
た
か
ら
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
税
金
の
お
か

げ
で
病
気
と
た
た
か
う
勇
気
を
父
は
持
て
た
の
で
す
。
私
の
父
は
残
念
な

が
ら
今
年
の
三
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
、
す
ご
く
悲
し

か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
一
緒
に
居
た
か
っ
た
。
も
っ
と
長
生
き
し
て
ほ
し

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
父
に
ば
く
大
な
治
療
費
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
た
し
か
で
す
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
よ

う
な
あ
り
が
た
い
給
付
制
度
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
難
病
を
抱
え
る
家
族

の
た
め
に
は
治
療
に
専
念
で
き
る
感
謝
の
社
会
保
険
制
度
で
す
。

　

私
は
病
気
で
父
の
よ
う
に
重
い
病
気
と
た
た
か
っ
て
い
る
人
達
を
大
勢

み
て
き
ま
し
た
。
大
人
も
子
供
も
一
生
懸
命
病
気
を
治
そ
う
と
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
人
達
や
そ
の
家
族
も
税
金
に
よ
る
社
会
保
険
制
度
の
お
か
げ

で
治
療
に
専
念
で
き
る
こ
と
を
私
た
ち
家
族
と
同
様
に
感
謝
し
て
い
た
で

し
ょ
う
。

　

私
は
、
こ
の
経
験
を
へ
て
、
改
め
て
税
金
の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
世
の
中
に
は
、
税
金
は
取
ら
れ
た
り
、
納
め
さ
せ
ら
れ
た

り
す
る
も
の
で
イ
ヤ
だ
な
と
感
じ
る
人
達
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
そ
う
感
じ
る
人
達
に
対
し
て
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
お
伝
え
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
医
療
費
制
度
に
助
け
ら
れ
て
い
る
人
達
が
い
る
と
い
う
現

状
を
ぜ
ひ
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
自
分
か
ら
税
金
を
納

め
る
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
私
に
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
税
金
の
仕
組
み
に
つ
い
て

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
父
の
よ
う

な
重
い
病
気
を
患
っ
て
い
る
人
達
や
お
年
寄
り
の
方
々
な
ど
の
す
べ
て
の

人
達
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
、
そ
の
税
金
に
つ
い
て
の
意
識
を
持
っ
て
、

将
来
し
っ
か
り
と
税
金
を
納
め
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

命
を
つ
な
ぐ
税
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

愛
知
県
瀬
戸
市
立
幡
山
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　
　

小　

林　

み
な
み
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こ
の
作
品
は
、
平
成
30
年
度
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
で

国
税
庁
長
官
賞
に
輝
い
た
作
文
で
す
。

　

納
税
者
に
な
る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

こ
の
夏
、
久
し
ぶ
り
に
静
岡
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
。
そ
こ

は
、
幼
い
こ
ろ
弟
の
脳
症
の
リ
ハ
ビ
リ
に
何
度
も
付
き
添
っ
た
場
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
い
ろ
ん
な
障
が
い
を
持
つ
人
々
が
訓
練
を
し
た
り
、
入
院

生
活
を
送
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と

が
で
き
な
い
為
、
様
々
な
税
金
の
控
除
を
受
け
、
生
活
で
き
る
よ
う
保
障

さ
れ
て
い
る
。
弟
が
入
院
し
て
い
た
当
時
私
は
こ
こ
で
、
あ
る
プ
リ
ン
売

り
に
出
会
っ
た
。
電
動
車
い
す
に
乗
り
、
自
分
で
作
っ
た
プ
リ
ン
を
売
り

に
く
る
障
が
い
者
の
方
で
あ
る
。
雨
の
日
で
も
カ
ッ
パ
を
着
て
数
百
円
の

プ
リ
ン
を
売
り
に
く
る
姿
は
、
子
供
心
に
痛
々
し
く
思
っ
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
。
母
は
彼
ら
を
見
つ
け
る
度
、
い
つ
も
あ
り
っ
た
け
の
プ
リ
ン

を
買
っ
た
。「
生
か
し
て
も
ら
っ
た
社
会
に
、
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
。」

と
い
う
彼
ら
の
言
葉
を
聞
き
、
感
銘
し
た
の
だ
と
母
は
言
う
。
税
金
と
い

う
社
会
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
て
生
き
て
き
た
彼
ら
は
、
税
金
の
あ
り
が

た
み
を
深
く
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
自
分
の
手
で
稼

ぎ
税
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
は
社
会
に
参
加
し

た
と
い
う
自
覚
、
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
た
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
ら
が
社
会
の
扉
を
た
た
く
、

自
立
へ
の
確
か
な
一
歩
と
な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

私
た
ち
の
納
税
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
消
費
税
が
上
が

る
話
を
き
い
て
、「
た
く
さ
ん
取
ら
れ
る
」
と
思
っ
た
自
分
が
今
は
恥
ず
か

し
い
。「
取
ら
れ
る
」
と
い
う
思
い
は
、
税
金
が
社
会
で
い
か
に
使
わ
れ
役

立
っ
て
い
る
か
を
意
識
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
今
回
作
文
を
書
く
に
あ
た

り
、
税
金
が
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
た
。
自
分

の
あ
ま
り
の
無
知
を
情
け
な
く
思
う
と
同
時
に
、
自
分
の
身
近
な
生
活
に

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
税
金
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
税
金
に
対

す
る
見
方
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
国
民
全
員
に
平
等
に
、
そ
し
て
必

要
と
さ
れ
る
場
所
や
人
に
、
有
益
に
使
わ
れ
る
の
が
税
金
。
私
た
ち
は

も
っ
と
、
税
金
で
こ
の
社
会
を
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
き
た
い
か
、
自
分

の
考
え
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
う
。
あ
の
プ
リ
ン
売
り
の
障
が
い
者
の
方

が
、
販
売
を
終
え
て
去
る
時
、
わ
ず
か
に
動
く
指
で
さ
す
看
板
が
あ
っ

た
。「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
へ
。」
納
税
者
と
し
て
自
負
が
あ

る
彼
ら
に
は
、
目
指
す
べ
き
社
会
の
展
望
が
し
っ
か
り
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
納
税
と
い
う
の
は
お
金
を
納
め
れ
ば
終
わ
り
で
は
な
い
。
そ
こ
に

は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
社
会
を
支
え
て
参
加
し
て
い
く
と
い
う
自
覚
を

も
つ
こ
と
、
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
く
社
会
は
、
自
分
た
ち
で
創
造
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
が
、
存
在
す
る
の
だ
と
思
う
。

　

選
挙
権
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
も
決

ま
っ
た
。
私
た
ち
が
社
会
に
参
加
す
る
日
は
遠
く
な
い
。
私
が
納
税
者
に

な
っ
た
時
、
そ
の
お
金
に
希
望
を
も
っ
て
、
納
税
す
る
こ
と
に
誇
り
を
も

ち
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
社
会
の
未
来
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

　

プ
リ
ン
売
り
の
納
税
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
立
静
岡
東
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　
　

立　

石　

桃　

子

平
成
30
年
度　

◆ 

長 

官 

表 

彰 

◆

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
プ
リ
ン
売
り
の
納
税
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
立
静
岡
東
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　
　

立
石　

桃
子
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第 35 回 法 人 会 全 国 大 会
（平成31年度税制改正提言大会）

平成30年度愛知県法人会「運営研究会」

専務理事　三浦　廣久
　平成30年12月３日（月）午後２時30分から、

ホテルキャッスルプラザにて、平成30年度愛知

県法人会運営研究会が開催され、当会からは服

部副会長、ほか２名が出席しました。

　「活動研究の発表」は、２年目となる小牧法

人会・東三河法人会、１年目である津島法人

会・刈谷法人会の４法人会。

　最初に小牧法人会から「公益法人としての新

たなあゆみ」サブテーマ～知る、つなぐ、貢献

する法人会活動～と題して、公益目的事業活動

の現状と今後の取組みについて内容紹介。特

に、本年度から始めた「税に関する絵はがきコ

ンクール」への女性部会の取組は、最初から管

内全小学校を対象としたもので大変印象的でし

た。

　続いて、東三河法人会から「めざします　社

会貢献活動を通した組織の充実」、と題して、

組織の充実に向けた取り組みの説明があり、本

会、支部、部会の相互理解の重要性について

は、当法人会にお

いても興味深く参

考とすべき点があ

りました。

　１年目である、

津島法人会は「人

が集まる交流の

輪」、サブテーマ「知って得する法人会」と題

して、社会貢献活動のパワーアップと会員拡大

についての発表。

　続いて、刈谷法人会から「部会（青年部会・

女性部会）活動の充実と本会の活性化」と題し

て、次の法人会を支える青年部会、女性部会の

部会員拡大、活動の魅力化への取組みについて

発表。

　会員の減少、法人会の知名度アップ等直面す

る諸問題はどの法人会も同様であり、他法人会

の活動を参考としながら、当法人会の今後の事

業活動に活かしてゆきたいと思います。

　平成30年10月11日（木）第35回「法人会全国大会」鳥取大会が鳥取市の“とりぎん文化会館”にて、全国

から1,600名を超える会員が参加し盛大に開催され、当法人会からは伊藤会長の外２名が参加しました。

　第１部記念講演は「大山どりの奇跡～35歳、どん底からの挑戦」をテーマに（株）大山どり 代表取締役

島原道範氏。

　倒産の危機にあった会社を35歳で任され、日本一のブランド鶏を生産するまでに復活させ、会社を立

て直すまでの話を伺い、まじめに取り組まれた姿勢が印象的でした。

　続く、第２部の式典では、柳田税制税務委員長から【事業承継税制の改革】を柱とする平成31年度税

制改正提言の内容説明、青年部会による租税教育活動の報告等が行われ、全法連副会長が「大会宣言」

を読み上げ、次回の開催地である三重県連会長の閉会のことばで式典を終了した。

平成31年度税制改正スローガン
・財政健全化は国家的課題。目標の早期達成に向けて全力を！

・少子高齢化の急速な進行は不可避。

　　社会構造変化に対応した社会保障制度の確立を！

・中小企業向け税制措置を拡充し、真の経済再生を！

・中小企業は雇用の担い手。

　　事業承継税制の改革は地方活性化のためにも重要！

　なお、法人会では平成31年10月に税率引き上げが予定されます消費税については、事業者の事務負担

の大きさ、税制の簡素化、税務執行コストおよび税収確保の観点から軽減税率制度の導入は問題が大き

く、単一税率が望ましい旨を表明しています。

　また、軽減税率制度を導入するのであれば、国は国民や事業者に対して制度の周知を行い、混乱が生

じないよう努める必要があることを提言しています。

第 35 回 法 人 会 全 国 大 会
（平成31年度税制改正提言大会）

平成30年度愛知県法人会「運営研究会」
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青年部会　地域貢献委員会　委員長　㈱シュンエイ　 毛利　俊英

法人会全国青年の集い「岐阜大会」に参加して

　第32回法人会　全国青年の集い「岐阜大会」が

未来を切り開く先駆けとなれ～「天下布武」発信

の地岐阜から～のもと11月８日（木）９日（金）に開

催され、近いので多くのメンバーが参加するかと

思われましたが、少数精鋭の４名で行ってきました。

　８日の租税教育活動プレゼンテーションでは、

全国各地より選抜された12法人会のすばらしい取

り組みが紹介されました。私達も毎年、租税教育

事業として、小学生を対象とした「税金ウルトラ

クイズ」＆「税金大声コンテスト」＆「熱気球搭

乗体験」を行っていますが、選抜された法人会の

活動内容は素晴らしく充実していて、大変効果的

な内容であると感じました。私達の租税教育事業

にしても、今の現状に満足することなく、更にレ

ベルアップをしていく必要があると感じました。

その後の部会長ウェルカムパーティーでは他の法

人会青年部会部会長との情報交換をすることが出

来、大変有意義な時間を過ごすことができました。

　10日の部会長サミットでは青年部会の大きな柱

である租税教育活動を更に推進、発展させ、日本

の未来を担う子供たちの世代に光を当てる社会保

障制度を構築することだと考え、「行動変容で未来

を考える～持続可能な社会保障へ～」の講演を聞

いた後、部会長が各テーブルに分かれて、「未来を

切り開く先駆けとなれ～財政健全化のための健康

経営推進～」について議論しました。

　大会式典では、挨拶、祝辞、前日のプレゼン

テーションの結果発表、表彰等が行われました。

その後の記念講演は紺野美沙子さんでした。紺野

さんは岐阜県図書館名誉館長を務められ、その縁

で講師になられたようです。「今私たちにできるこ

と～未来のために～」との演題で話され、今の自

分を見つめ直すことができました。大懇親会で

は、交流を深めながら、岐阜産のおいしい郷土料

理や地酒を堪能しました。アトラクションでは美

川憲一さんによる歌謡ショーで「柳ヶ瀬ブルー

ス」等の迫力ある歌を楽しみました。

　毎年全国のどこかで開かれる、全国青年の集い

で多くの仲間に出会えることはすばらしい経験と

なり、多くの情報を得ることができます。来年は

大分大会で、ちょっと遠

いですが、法人会青年部

でしか味わえないこ

とであり、今から

楽しみです。

　平成30年11月18日（日）、尾張旭市立旭丘小学校

にて青少年租税教育事業を開催致しました。

　開催校が開校40周年の節目を迎え、校長先生・

教頭先生を含めＰＴＡの役員の方々も法人会の青

少年租税教育事業に対して関心を持って頂き、準

備段階から多大なご支援を頂きました。

　その皆様の思いが届いたのか、当日は晴天に恵

まれ「税金ウルトラクイズ」＆「税金大声コンテ

スト」も軽快な司会進行のおかげで大変盛り上が

り、クイズ形式にすることで参加した子供、そし

て付添いの大人にも税への知識が伝わりました。

　熱気球搭乗体験では風の影響もなく参加者全員

の搭乗体験ができ、目を輝かせ興奮して乗る子供

たちがとても印象的でした。

　このような事業を通じて、子供達が税への関心

を持ってもらうことはもちろんの事ですが、地域

や企業、法人会のような団体と連携をとり関わり

合う事が教育現場においても必要なのだと実感し

ました。

　今後も青少年租税教育事業が子供達・学校・Ｐ

ＴＡ・地域の方々の橋渡しになる事業となります

ようご支援よろしくお願い致します。

　開催にあたりまして、小学校の先生・ＰＴＡ役

員・地域の方々・バルーンクラブみなみかぜ様・

ラジオサンキュー様、そして法人会青年部会員及

び事務局の多大なるご支援を頂き、無事に開催で

きたことを感謝いたします。

青少年租税教育事業「税金ウルトラクイズ」＆
「税金大声コンテスト」＆「熱気球体験」

青少年租税教育事業「税金ウルトラクイズ」＆
「税金大声コンテスト」＆「熱気球体験」

青年部会　部会長　瀬戸チップ工業㈱　 大澤　健一

法人会全国青年の集い「岐阜大会」に参加して
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“ 有 難 う ご ざ い ま し た ”

　50周年事業に於いて女性部会員の皆様・

実行委員会の皆様のご協力に感謝致してお

ります。

　昨年、実行委員会委員長の大役という私

にとっては大変な重責を頂き、何から始め

何をどうしたらいいか解らず事務局・部会

長に頼りきりで大変助けて頂きました。

　今年に入りだんだんと日にちが近づくに

あたり、お尻に火がつくように慌てふため

いてしまいましたが、皆様からたくさんの

ご協力頂き10月26日の50周年事業を無事終

了することが出来ました。

　そして、女性部会員全員の手縫い雑巾の

両市への寄付の継続事業が、出席者の皆様

にお伝え出来たことを、大変嬉しく思います。

　40周年の時と比べ、瀬戸市内にこのよう

な行事を行うことが出来る場所がますます

減り、招待させて頂くお客様に満足して頂

ける出来栄えであったかが、とても心配で

した。

　しかし、皆様より“青木さやか”さんと

パーソナリティーの林ともみさんとの本音

のトークショーが今までにない形で面白

かったとの評判を頂くことができ、胸を撫

で下ろすことが出来ました。本当に実行委

員会の皆様と女性部会員のお蔭様だと思い

ます。

　只、一つ懸念しますのは、40周年事業委

員会のメンバーと50周年事業委員会のメン

バーがほぼ一緒のメンバーであり、世間と

同じように高齢化が進んでおります。高齢

者が多いので次世代メンバーが入って頂け

ないのか、次世代のメンバーが入って頂け

ないので私のような高齢者会員が引退でき

ないのか“鶏が先か卵が先か”の問題に

なっております。これから次世代メンバー

が入って頂けるような解決策を考えていく

必要があるのではないかと思います。

　折角50年間も続いていて活動してまいり

ました女性部会ですので、何とか60年70年

そして100年と永続的に活動できる楽しい部

会であることを祈り簡単ですが私の感謝の

気持ちをお伝えさせて頂きました。

女性部会50周年事業実行委員長　㈱マイティミズタニ　 水谷　恭子

“ 有 難 う ご ざ い ま し た ”

青木さやかさんと
パーソナリティーの林ともみさん
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2018年IMGA世界ジュニアゴルフ

選手権が米国カリフォルニア

州サンディエゴで開催され、

７-８歳の部 男子で７位に入

賞されました。

（2018年７月12日）

ＩＭＧＡ世界ジュニアゴルフ選手権最終日

2018ゴルフダイジェスト・ジャパンジュニアカップ

６歳～７歳の部  男子で優勝

（コースレコード66ストローク）

（2018年８月20日　東名カントリークラブ 愛鷹・裾野コース）

ＩＭＧＡ世界ジュニアゴルフ選手権最終日

ＩＭＧＡ世界ジュニアゴルフ選手権初日ＩＭＧＡ世界ジュニアゴルフ選手権初日



　私は山口村に住んでおり、名は弾蔵と申

し、父の名は猶七、母の名をおたけ、兄弟は

九人あり、私は末っ子で別居しており、妻お

すきとの間に五人の子があります。

　さて、寛政十一年十二月七日、用事があっ

て海上へ行き、多度権現の鳥居先を通ろうと

社の方を見ると、社の片すみに一人の老人が

ヒョッコリ現われました。不思議に思いなが

ら行き過ぎようとしますと、その老人が、

「お前さん、どこへ行くのか。その方に頼み

たいことがあるが。」と言いました。

「私は、海上の松右エ門さんに用事があって

参ります。」

と言ってその場を立ち去ろうとすると、

「では、しばらく待っていよう。私にはこの

ごろ　供の者がいない。

三年の間お前が供を

してくれないか。」

と申されるので、

「私には妻や子もあります。それに、もう六

十歳にもなりますから、どうぞお許し願いま

す。ともかく、海上の用事をすませとうござ

います。」と言うと、

「では、その間ここで待とう。」

と申されたので、いそいで松右エ門さんの家

へ行き、用事をすませたあとで、先ほどのこ

とをこと細かく話しました。

　松右エ門さんは、

「そりゃ、化け物のしわざじゃないか。」

と、びっくりされました。

そこで私は、

「じゃあ、お前さんもいっしょに来てみてく

ださい。」

といって、みんなで先ほどの森の鳥居のそば

へ行ってみますと、例の老人は元のところに

待っていました。

　わたしは前へ進み、手をついてお断わりし

ましたが、私以外の人には声は聞こえても老

人の姿を見ることはできませんでした。

　老人から、

「私は、高い山を巡り歩く天狗だ。先ほどか

ら申すとおりぜひお供をしてくれよ。」

と、強く頼まれましたので、何回もお断わり

したのですが私はとうとうお供をすることに

しました。

　そこで、松右エ門さんに

「お供をすることにしたので、このことを妻

や子に伝えてください。」といって社の前で

手を洗い、口を清めました。こうする間に、

松右エ門さんたちには私の姿がみえなくなっ

てしまったそうです。

　さて、私はその時、大木に登るにも、大地

を行くように身が軽くなりましたが、高いこ

ずえの細いところでハッと目まいがして、何

もかもわからなくなってしまいました。

　気がついたとき、

「ここはどこでしょうか。」

とお尋ねしてみたら、

「上州（群馬県）筑波山だ。」

とのことでした。

　男体権現、女体権現をおがみ伊勢の浅間山

から讃岐の国の象頭山へ飛んで、金比羅大権

現をおがみました。

　それからどこの国の高山かわかりません

が、あちらこちらと飛び回りました。

　そして、どこか大きな森のあるところに下

りました。

「ここはどこの山ですか。」

と天狗さまにおたずねしたら

「善光寺の山だ。」と申されました。

　私は急に故郷のことを思い出して、

「帰りたい。」

とお願いしたら、すぐ聞いてくだされ、膏薬

の作り方や、喉に物のささったのを取る方法

や、牛や馬の病気をまじなう方法なども教わ

りました。

　はじめて自由の体になって、山を下り、身

につけていたぼろぼろの着物を着替えて、そ

の年の十二月七日、ちょうど三年前の同じ日

に帰り着きました。

　そうして、天狗さまから教わった膏薬を練

り、試してみましたら、よく効くことてきめ

ん、近くの村はもちろん遠い所からも、われ

もわれもと、たくさんの人がたずねて来ら

れ、小さな私の家はいっぱいで、行列ができ

たほどでした。とてもだめだと言われた病気

もこの膏薬を塗ると不思議や不思議たちまち

治ってしまいました。

　弾蔵さんは、その後お金をもうけて、本泉

寺の一隅を借り、「奉納諸山」の碑と常夜灯

を奉納されました。
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弾蔵さんが奉納したという
常夜灯と奉納諸山の碑

　私は山口村に住んでおり、名は弾蔵と申

し、父の名は猶七、母の名をおたけ、兄弟は

九人あり、私は末っ子で別居しており、妻お

すきとの間に五人の子があります。

　さて、寛政十一年十二月七日、用事があっ

て海上へ行き、多度権現の鳥居先を通ろうと

社の方を見ると、社の片すみに一人の老人が

ヒョッコリ現われました。不思議に思いなが

ら行き過ぎようとしますと、その老人が、

「お前さん、どこへ行くのか。その方に頼み

たいことがあるが。」と言いました。

「私は、海上の松右エ門さんに用事があって

参ります。」

と言ってその場を立ち去ろうとすると、

「では、しばらく待っていよう。私にはこの

ごろ　供の者がいない。

三年の間お前が供を

してくれないか。」

と申されるので、

「私には妻や子もあります。それに、もう六

十歳にもなりますから、どうぞお許し願いま

す。ともかく、海上の用事をすませとうござ

います。」と言うと、

「では、その間ここで待とう。」

と申されたので、いそいで松右エ門さんの家

へ行き、用事をすませたあとで、先ほどのこ

とをこと細かく話しました。

　松右エ門さんは、

「そりゃ、化け物のしわざじゃないか。」

と、びっくりされました。

そこで私は、

「じゃあ、お前さんもいっしょに来てみてく

ださい。」

といって、みんなで先ほどの森の鳥居のそば

へ行ってみますと、例の老人は元のところに

待っていました。

　わたしは前へ進み、手をついてお断わりし

ましたが、私以外の人には声は聞こえても老

人の姿を見ることはできませんでした。

　老人から、

「私は、高い山を巡り歩く天狗だ。先ほどか

ら申すとおりぜひお供をしてくれよ。」

と、強く頼まれましたので、何回もお断わり

したのですが私はとうとうお供をすることに

しました。

　そこで、松右エ門さんに

「お供をすることにしたので、このことを妻

や子に伝えてください。」といって社の前で

手を洗い、口を清めました。こうする間に、

松右エ門さんたちには私の姿がみえなくなっ

てしまったそうです。

　さて、私はその時、大木に登るにも、大地

を行くように身が軽くなりましたが、高いこ

ずえの細いところでハッと目まいがして、何

もかもわからなくなってしまいました。

　気がついたとき、

「ここはどこでしょうか。」

とお尋ねしてみたら、

「上州（群馬県）筑波山だ。」

とのことでした。

　男体権現、女体権現をおがみ伊勢の浅間山

から讃岐の国の象頭山へ飛んで、金比羅大権

現をおがみました。

　それからどこの国の高山かわかりません

が、あちらこちらと飛び回りました。

　そして、どこか大きな森のあるところに下

りました。

「ここはどこの山ですか。」

と天狗さまにおたずねしたら

「善光寺の山だ。」と申されました。

　私は急に故郷のことを思い出して、

「帰りたい。」

とお願いしたら、すぐ聞いてくだされ、膏薬

の作り方や、喉に物のささったのを取る方法

や、牛や馬の病気をまじなう方法なども教わ

りました。

　はじめて自由の体になって、山を下り、身

につけていたぼろぼろの着物を着替えて、そ

の年の十二月七日、ちょうど三年前の同じ日

に帰り着きました。

　そうして、天狗さまから教わった膏薬を練

り、試してみましたら、よく効くことてきめ

ん、近くの村はもちろん遠い所からも、われ

もわれもと、たくさんの人がたずねて来ら

れ、小さな私の家はいっぱいで、行列ができ

たほどでした。とてもだめだと言われた病気

もこの膏薬を塗ると不思議や不思議たちまち

治ってしまいました。

　弾蔵さんは、その後お金をもうけて、本泉

寺の一隅を借り、「奉納諸山」の碑と常夜灯

を奉納されました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とり い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 めぐ　　　　　　　てん　ぐ

　　　　 　　　 たの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やしろ

　　　　 あら

　　　　 たず

　　じょうしゅう ぐん ま　　　　  つく ば やま

　　 なんたいごん げん　　 にょたいごん げん　　　　　　　　　  い　せ

　　　　 さぬ き　　　　　　　 ぞう ず　　　　　　　　　　　　　　 こん ぴ　ら だいごん

げん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お

　　てん ぐ

　　ぜんこう じ

　　かえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうやく

　　　　　　　　　　　　　 のど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き　が

　　　　　　　　　　　　　 てん ぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうやく　　　ね

　　　　 ため　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　　　　　こうやく　　　ぬ　　　　　 ふ　し　ぎ

なお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほんせん

 じ　　　ひとすみ　　　か　　　　　　　 ほうのうしょ ざん　　　　　ひ　　 じょう や とう

　　ほうのう
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11
月
４
日
（
日
）
か
ら
５
日
（
月
）
に
か
け
て
創
立
30
周
年
記
念
施
設
見
学
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
日
帰
り
の
見
学
会
で
し
た
が
、
創
立
30
周
年
で
あ
り
少
し
遠
く
に
行
く

こ
と
が
役
員
会
で
決
定
し
、
１
泊
で
の
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
発
当
日
の
朝
、
瀬
戸
は
少
し
雨
交
じ
り
で
し
た
が
遅
刻
さ
れ
る
方
も
な
く

予
定
時
刻
午
前
７
時
30
分
に
出
発
し
、
名
神
高
速
道
路
か
ら
北
陸
自
動
車
道
を

経
由
、
３
回
の
休
憩
を
取
り
な
が
ら
、
午
後
０
時
40
分
に
兵
庫
県
豊
岡
市
出
石

（
い
ず
し
）
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
に
は
、
参
加
者
の
心
掛
け
が
良
か
っ
た
の
か
晴
れ
間
が
見
え
ま
し

た
。
出
石
は
江
戸
時
代
に
御
国
替
え
が
あ
り
、
信
州
の
小
諸
城
主
が
移
り
住
ん

だ
経
緯
が
あ
り
、
そ
ば
が
有
名
と
の
こ
と
で
蕎
麦
の
食
事
を
し
、
最
初
の
見
学

先
で
あ
る
旧
余
部
（
あ
ま
る
べ
）
鉄
橋
へ
は
午
後
３
時
過
ぎ
に
到
着
。

　

山
陰
本
線
の
余
部
鉄
橋
は
、
明
治
41
年
に
建
設
さ
れ
た
鉄
橋
で
、
当
時
の
日

本
の
材
料
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
鋼
材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
高
さ
４
１
．
４
５
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
３
０
９
．
４
２
メ
ー
ト
ル
の

橋
は
、
現
在
は
橋
脚
と
線
路
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

橋
脚
を
見
る
と
、
素
人
目
に
は
細
い
鋼
材
で
作
ら
れ
て
お
り
、
長
い
間
良
く

持
ち
こ
た
え
た
も
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
は
突
風
に
よ
り
列
車

転
落
事
故
が
起
き
、
そ
の
た
め
か
平
成
22
年
か
ら
は
新
し
い
橋
梁
で
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
高
さ
41
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
、
旧
線
路
部
分
を
見

学
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
カ
メ
ム
シ
の
大
発
生
と
の
こ
と
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
出
口
付
近
に
は
た
く
さ
ん
の
カ
メ
ム
シ
が
踏
ま
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
日
本
海
が
す
ぐ
そ
ば
に
見
え
、
冬
は
風
が
大
変
強
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

見
学
を
終
え
、
宿
泊
先
で
あ
る
城
崎
温
泉
ま
で
バ
ス
で
１
時
間
。
城
崎
温
泉

で
は
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
秋
晴
れ
の
中
、
朝
９
時
に
旅
館
を
出
発
し
、
始
め
に
豊
岡
市
に
あ

る
カ
バ
ン
団
地
を
見
学
し
ま
し
た
。
豊
岡
は
カ
バ
ン
の
生
産
が
日
本
一
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
見
学
先
は
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
「
竹
田
城
跡
」、
日
本

の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
「
天
空
の
遺
跡
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
午
前
11
時
前
に
城

の
ふ
も
と
に
あ
る
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
に
到
着
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
っ
て
城
跡
の

入
場
券
売
り
場
ま
で
９
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
点
へ
移
動
。
こ
こ
か
ら
は
、
徒
歩

と
な
り
参
加
者
み
ん
な
で
舗
装
さ
れ
た
坂
道
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
年
齢

は
ま
ち
ま
ち
で
、
最
高
齢
の
方
は
80
歳
を
超
え
て
み
え
た
と
思
い
ま
す
が
、
全

員
入
場
券
売
り
場
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
城
跡
の
中
の
見
学
、
山
城
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
描
い
て
い
た
狭

い
場
所
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
思
い
込
み
は
見
事
に
覆
さ
れ
、
階
段
を
上
り

降
り
す
る
に
つ
れ
、
そ
の
広
さ
に
驚
か
さ
れ
、
戦
国
時
代
に
人
力
だ
け
で
築
造

さ
れ
た
、
先
人
の
努
力
、
技
術
力
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
城
の
規
模
は
南
北
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、
東
西

１
０
０
メ
ー
ト
ル
と
言
わ
れ
て
お
り
、
高
低
差
を
考

え
る
と
か
な
り
の
規
模
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
約
１

時
間
30
分
の
見
学
を
終
え
、
昼
食
、
午
後
２
時
少
し

前
に
瀬
戸
へ
の
帰
途
に
つ
き
、
高
速
道
路
を
使
っ
て
、

午
後
７
時
過
ぎ
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

　

長
距
離
の
バ
ス
研
修
で
し
た
が
、
内
容
の
充
実
し

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
業
部
会　

部
会
長

　
　

東
海
設
備
工
業
㈱

　
　
　
　
　

浅　

野　

政　

司

建
設
業
部
会
創
立
30
周
年
記
念

　
　
　
　

施
設
見
学
会
を
終
え
て



－ 21 －

　

小
学
生
の
頃
、
ラ
ジ
コ
ン
が
ほ
し
く
て
も
高
額
だ
っ
た
た
め
買
え
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
憧
れ
の
商
品
に
再
び
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
が
５
年
程

前
で
し
た
。
世
間
で
ド
ロ
ー
ン
と
言
う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
頃
、

と
り
あ
え
ず
１
機
購
入
し
よ
う
と
思
い
ト
イ
ザ
ら
ス
に
行
き
１
万
円
弱
の

ド
ロ
ー
ン
を
購
入
。
さ
っ
そ
く
自
宅
前
の
広
場
で
初
フ
ラ
イ
ト
。
そ
の
ま

ま
ど
こ
か
へ
消
え
て
行
き
ま
し
た
。
な
す
す
べ
も
な
く
一
瞬
の
出
来
事
で

ボ
ー
然
。

　

我
に
返
っ
た
時
、
ド
ロ
ー
ン
は
正
し
く
理
解
し
な
い
と
危
な
い
事
に
気

づ
き
、
そ
れ
以
降
は
世
の
中
に
ど
ん
な
ド
ロ
ー
ン
が
あ
る
の
か
？
法
律
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
安
全
に
飛
ば
す
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
？

映
像
や
写
真
の
撮
り
方
？
映
像
の
編
集
は
？
な
ど
な
ど
、
調
べ
れ
ば
奥
が

深
く
や
る
事
ば
か
り
。
机
上
だ
け
で
は
何
も
分
か
ら
な
い
た
め
２
機
目
は

世
界
シ
ェ
ア
80
％
の
中
国
Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
製
の
ド
ロ
ー
ン
を
25
万
円
で
購
入
。

手
元
に
届
き
開
梱
す
る
と
、
取
扱
説
明
書
が
入
っ
て
い
な
い
。
購
入
先
へ

問
い
合
わ
せ
る
と
、「
取
説
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
そ
ん
な
バ
カ
な
。「
25
万

円
も
す
る
の
に
取
説
も
な
い
の
で
す
か
？
プ
ロ
ペ
ラ
す
ら
回
せ
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？
」
電
話
で
や
り
取
り
を
し
て
も
埒
が
明
か
な
い
。
結
局
横

浜
ま
で
１
泊
２
日
の
講
習
を
受
け
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
講
習
会

場
に
は
全
国
か
ら
来
た
30
名
程
の
受
講
生
が
い
ま
し
た
が
、
殆
ど
の
方
は

１
回
も
飛
ば
し
た
こ
と
が
な
く
新
品
の
機
体
を
持
参
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
形
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
ド
ロ
ー
ン
で
す
が
、
今
で
は
製
品
開
発
の

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
な
り
使
用
目
的
に
応
じ
た
ド
ロ
ー
ン
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
機
体
の
完
成
度
は
低
く
安
全
面
や
操
縦
者
の
ス
キ
ル
、
法

整
備
が
追
い
付
い
て
な
く
墜
落
事
故
は
多
発
し
て
い
ま
す
。
法
律
上
ド

ロ
ー
ン
は
航
空
法
の
範
囲
で
縛
ら
れ
て
い
ま
す
。
刑
法
や
民
法
に
照
ら
し

合
わ
せ
る
と
、
実
質
全
国
で
自
由
に
飛
ば
せ
る
所
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ド
ロ
ー
ン
の
事
故
が
起
き
る
た
び
に
法
律
が
厳
し
く
な
り
、
飛
ば
す
内
容

に
よ
っ
て
許
可
が
必
要
と
な
り
３
か
月
ご
と
に
航
空
局
へ
フ
ラ
イ
ト
実
績

報
告
書
を
提
出
、
機
体
に
か
け
る
保
険
料
も
高
く
趣
味
の
範
囲
を
超
え
て

き
て
い
ま
す
。
趣
味
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
移
行
し
始
め
て
き
ま
し
た
が
安

全
面
の
完
成
度
は
30
％
位
だ
と
思
う
分
、
今
は
操
縦
者
の
ス
キ
ル
に
頼
る

所
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
機
体
を
開
発
す
る

企
業
が
出
て
き
ま
し
た
が
自
動
航
行
で
ド
ロ
ー
ン
が
自
由
に
飛
ぶ
ま
で
に

は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。

理
　
事

　
　
㈱
こ
だ
ま

　
　
　
　
　
奥
　
田
　
桂
　
良

趣
味
で
始
め
た
ド
ロ
ー
ン

ドローンから撮影
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ジャーナリスト　海部　隆太郎

　今夏、北にある有名な動物園を訪ねた。

ペンギン館で聞いたベテラン飼育員の話が

とても興味深く、社会環境がいかに生き方

を変えるのかを知る機会になった。ペンギ

ンの夏は、つがいが交代で卵を温めふ化さ

せる子育ての季節。したがって厳密な一夫

一妻制という説明だった。そこでメスに好

まれるオスペンギンの特徴を聞いてみた。

　「自然界では餌を多くとる、たくましい

オスにメスは近寄る。だが、何もせずに餌

がもらえる動物園では、ひ弱な母性本能を

くすぐるようなオスがモテている」とのこ

と。さらに、そのオスペンギンに何匹もの

メスが恋をし、結果としていくつもの有精

卵が誕生してしまう。ただし、オスは１匹

のメスとつがいになるので、ふ化放棄の卵

が複数出てしまうそうだ。

　想いを遂げられなかったメスは独身を貫

くので、必然的にオスが余る。それがどう

なるかといえば、オス同士でつがいになる

現象が起きるのだという。飼育員は、その

オスのつがいの寝床に気づかれないように

行き場のない卵を置くと、なんと交代で卵

を温め始め、無事にペンギンの赤ちゃんが

生まれる。

　自然界にはない現象が、動物園という人

工的な社会で起きる。食べ物に困らない、

豊かな社会になり、生き物はその社会に見

事に適応する。メスが好むオスの姿が変化

し、オス同士のつがいができるなど驚きだ

が、冷静に考えれば分からないこともな

い。人間社会も同じ現象があるから。

横並びでは無理な働き方改革

　話を日本の社会環境の変化に置き換えて

みたい。私が社会人になった時と比較する

と利便性は大幅に増した。出先から人が運

んでいた原稿は、ＦＡＸが登場、今はイン

ターネットメールになった。出先からの連

絡は公衆電話から携帯電話へ激変し、時間

は大幅に節約できた。ただ、その分だけ余

計な仕事が増えたとしか思えなかった。不

思議に思わず、日々続けている仕事の何割

かは、10年前にはなかったのではないか。

気が付かないうちに余計な仕事を作り出し

てしまっていないだろうか。

　日本の人口構造の変化を今さら指摘する

までもないが、いよいよ本格化する少子高

齢社会。その対応策として打ち出されてい

る働き方改革や多様性への取り組みは、ま

さに社会環境への変化の対応策だ。これま

での変化で無意識に増やした仕事を大胆に

捨てなくてはいけない。さらに意識的に多

様性を受け入れていく必要がある。

　その取り組みは一律ではなく、百社百通

りでやらなければ無理が出るだろう。横並

びが得意な日本型では、うまくいかないと

感じる。だからこそ、そこに冷静な判断が

求められる。動物園のペンギン社会よりは

複雑な社会だからだ。

社 会 環 境 の 変 化 対 応 は 冷 静 な 判 断 を

【筆者紹介】

海部隆太郎（かいべ・りゅうたろう）

法政大学卒。日本工業新聞社、ＩＴ企業を経て
独立。中小企業を中心に企業が抱える幅広い課
題について取材活動を展開する。
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愛知県

平成３０年度税制改正により、大法人が行う平成３２年（２０２０年）４月１日以後に開始する事業年

度の法人県民税・法人事業税の申告は、電子情報処理組織を使用する方法（ｅＬＴＡＸ）により提出しな

ければならないこととされました。その概要については、以下のとおりです。 

 【概要】 

１ 対象税目： 法人県民税及び法人事業税 

２ 対象法人： 大法人とは、以下の（１）及び（２）に掲げる法人をいいます。 

（１）内国法人のうち事業年度開始の時において資本金の額又は出資金の額が１億円を 

超える法人 

（２）相互会社、投資法人及び特定目的会社 

３ 適用開始事業年度： 平成３２年（２０２０年）４月１日以後に開始する事業年度 

４ 対象申告書等： 確定申告書、中間（予定）申告書、仮決算の中間申告書、修正申告書及びこれらの

申告書に添付すべきものとされている書類 

５ その他： 電子申告がなされない場合には不申告として取り扱います。ただし、電気通信回線の故障、 

災害その他の理由によりｅＬＴＡＸを使用することが困難であると認められる場合の措置

については、国税における措置等を踏まえ検討します。 

 愛知県では、昭和５２年から法人事業税について超過課税を実施し、その増収額により防災事業を進め

大きな成果をあげてまいりましたが、緊急度の高い事業が依然として残っていることや、一層の防災対策

の充実が求められることから、愛知県県税条例の一部改正を行い、法人事業税の超過課税の適用期限を３

年延長いたしました。（愛知県県税条例の一部を改正する条例（平成 30年愛知県条例第８号）） 

 この改正の趣旨をご理解いただき、今後とも法人県民税・法人事業税・地方法人特別税の申告及び納付

にご協力くださいますようお願いいたします。 

 なお、一定の要件に該当する中小法人などにつきましては、引き続き、超過課税の対象から除外する負

担軽減措置が設けられております。 

税 目 延長後の適用期限 超過課税の増収額を活用して実施する事業 

法人事業税 
平成 34年（2022年）1月 31日 

までの間に終了する事業年度 

防災事業として行う次の事業 

・災害に備えて緊急に実施を必要とする河川、治山、ため池、砂防施設などの整備 

・地盤沈下地域において、緊急に実施を必要とする河川、排水施設などの整備 

・災害を未然に防止するために緊急に実施を必要とする海岸の整備 

税率については、愛知県税務課のホームページをご覧ください。 

愛知県税務課のホームページ https://www.pref.aichi.jp/soshiki/zeimu/

問い合わせ先 所  在  地

東尾張県税事務所

課税第一課 県民税・事業税第一グループ

〒486-8515 春日井市鳥居松町３丁目６５番地

TEL：0568-81-3197  FAX：0568-84-6563

法 人 事 業 税 の 税 率 に つ い て

大 法 人 の 電 子 申 告 の 義 務 化 に つ い て
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個人住民税の特別徴収事務について

１　従業員に異動（退職、転勤等）があった場合

　（１）退職、長期欠勤、死亡等により、特別徴収を継続することができなくなったとき

※　事業所は、翌月10日までに「給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届出書」に必要事項を

　記入し、従業員の特別徴収税額を納入する市町村長に提出してください。この場合、月割額は異動の

　あった月まで徴収して納入してください。

　（２）転勤、転職により特別徴収を継続して行うとき

※　転勤元の事業所等は、翌月10日までに転勤先の事業所等に特別徴収税額の月割額を連絡するとともに、

　「給与支払報告・特別徴収に係る給与所得者異動届出書」に必要事項を記入し、従業員の特別徴収税額

　を納入する市町村長に提出してください。

２　退職者の一括徴収

　　事業所は、６月１日から12月31日までに退職する従業員について、本人から申出があった場合、

　未徴収税額を給与又は退職金等から一括徴収して納入することができます。また、翌年１月１日以

　降に退職する従業員については、従業員本人の申出の有無にかかわらず原則として一括徴収するこ

　ととなります。ただし、５月31日までに支払われる給与又は退職金等が未徴収税額に満たないとき

　は、この限りではありません。

３　特別徴収に係る納期の特例

　　事業所は、従業員の人数が常時10人未満であるとき、従業員の特別徴収税額を納入する市町村長

　の承認を受けることで、特別徴収税額を12月10日（前期分：６月分から11月分まで）と翌年６月10

　日（後期分：12月分から翌年５月分まで）の年２回の納期で納入することができます。

４　退職所得の分離課税

　　退職所得に対する個人住民税は、所得税と同様に他の所得と分離して税額を計算し、退職手当等

　を支払う際に特別徴収して翌月の10日までに納入することとなります。

　地方税ポータルシステム（ｅＬＴＡＸ：エルタックス）は、地方税の手続きを電子的に行うシステム
です。地方税の申告や申請、納税を窓口に出向くことなく、自宅やオフィス、税理士事務所等のパソコ
ンから、インターネットを通じて簡単に行うことができます。平成29年１月からは、地方自治体に提出
する給与支払報告書を一括して、ｅＬＴＡＸで一元的に送信することが可能となりました。
  現在、平成31年10月１日から開始される地方税の共通納税に伴い、金融機関の募集が行われています。
詳細は、ｅＬＴＡＸホームページ（http://www.eltax.jp/）またはヘルプデスク（電話：０５７０－
０８１４５９、時間：９時から17時まで（土・日・祝日、年末年始を除く））にてご確認ください。

地方税ポータルシステム（ｅＬＴＡＸ）について

【問合せ先】　瀬戸市役所税務課　　電話：８８－２５７１（直通）

　　　　　　尾張旭市役所税務課　電話：７６－８１１７（直通）

事業所

（特別徴収義務者）

市町村長

（個人住民税担当課）
異動届出書

市町村長（個人住民税担当課）異動届出書

転勤元事業所等

（旧特別徴収義務者）

転勤先事業所等（新特別徴収義務者）
特別徴収税額を連絡
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●源泉所得税の納付→支給月の翌月10日まで　＊納期の特例適用者の１～６月分の納付→７月10日まで、同７～12月分
　の納付→１月20日まで。
●法人税・消費税等・法人事業税・法人住民税の確定申告及び納付→決算期終了後２か月以内（申告期限延長特例法人
　は消費税等を除き３か月以内）
●法人税・法人事業税・法人住民税の中間申告及び納付→前年決算期終了後８か月以内
●法人税等の中間申告及び納付（年３回の場合）→前年決算期終了後５・８・11か月以内
●相続税の申告及び納付→相続開始の日の翌日から10か月以内
※期限が休日等に該当する場合は翌日が期限となります。

2019年税のこよみ

国　税月

１

２

○源泉徴収票の本人への交付
　…１月31日まで
○法定調書の提出…１月31日まで
○給与所得者の扶養控除等申告
　書の提出…今年最初の給与の
　支払いを受ける日の前日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　３期分の納付…10日まで

○固定資産税の償却資産申告書
　の提出…１月31日まで
○給与支払報告書の提出…
　１月31日まで

●個人住民税第４期分の納付…
　12日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　４期分の納付…11日まで

○固定資産課税台帳の縦覧…
　４月１日から５月10日まで
　（土日・祝日を除く）

●印は納付

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

地　方　税

県　税 瀬戸市 尾張旭市

●30年分所得税の確定申告及び
　納付…３月15日まで
○30年分所得税の総収入金額報
　告書の提出
○所得税確定分の延納の届出
○所得税の青色申告の承認申請
●30年分贈与税の申告及び納付
　…３月15日まで

●個人事業者の消費税等申告及
　び納付…４月１日まで

●所得税　振替納税…４月22日
●個人事業者の消費税　振替納
　税…４月24日

●30年分所得税延納分の納付…
　５月31日まで

○税務署長から31年分所得税の
　予定納税額の通知…６月中旬
　に送付される。

○所得税予定納税額の減額承認
　申請…７月16日まで
●所得税予定納税額第１期分の
　納付…７月31日まで

○所得税予定納税額の減額承認
　申請…11月15日まで
●所得税予定納税額第２期分の
　納付…12月２日まで

○保険料控除申告書及び配偶者
　特別控除申告書の提出…今年
　最後の給与の支払いを受ける
　日の前日まで
○給与所得者の年末調整…今年
　最後の給与の支払いをするとき

○個人事業税の申告
　　　　　　　…３月15日まで

●自動車税の納付…５月31日まで
●鉱区税の納付…５月31日まで

●個人事業税第１期分の納付…
　９月２日まで

●個人事業税第２期分の納付…
　12月２日まで

○個人住民税の申告…15日まで

○給与支払報告に係る給与所得者異動届出書の提出…異動した日の翌月10日まで

○市長から個人住民税の特別徴収税額の通知…31日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　１期分の納付…10日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　２期分の納付…12日まで

●軽自動車税の納付…10日まで

●個人住民税第１期分の納付…
　10日まで

●個人住民税第２期分の納付…
　10日まで

●個人住民税第３期分の納付…
　11日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　３期分の納付…10日まで

○固定資産税の償却資産申告書
　の提出…１月31日まで
○給与支払報告書の提出…
　１月31日まで

●個人住民税第４期分の納付…
　５日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　４期分の納付…５日まで

○固定資産課税台帳の縦覧…
　４月１日から５月７日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　１期分の納付…７日まで

●固定資産税及び都市計画税第
　２期分の納付…５日まで

●軽自動車税の納付…５日まで

●個人住民税第１期分の納付…
　５日まで

●個人住民税第２期分の納付…
　５日まで

●個人住民税第３期分の納付…
　５日まで
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旭 西

旭 西

效 範 西

效 範 東

品 野

瑞 鳳

瑞 鳳

東 明

長 根

幡 山 東

幡 山 東

幡 山 東

本 地

(NPO)しみんシップnet

㈱信和プランニング（華野ギャラリー）

青山塗装

㈱北山建装

㈱ムーンサポート

㈱岩田装業

㈲東　輝

太光設備㈱

開智熱学㈱

㈱IKKI

DAITO㈱

二宮事務所(同)

㈱ハートリフォーレ

舩坂　礼子

田中　信子

青山　勝哉

北山　悠太

犬飼佳寿子

岩田　祐輔

孫　　衛東

日比野太郎

小川　伸靖

根田　真美

井上　滋樹

二宮　増実

益田　貴士

社会教育

飲食店

塗装

建設業

サービス業

建設業

飲食

給排水衛生設備

機械製造卸

内装業

焼却炉製造・販売

調査・測量

福祉サービス

支 部 名 法　　人　　名 代 表 者 名 職　　種

会員募集

　様々な業種の経営者と知り合い、自分とは違う分

野で活躍される方との交流は、新たな事業展開のヒ

ントをつかむチャンスです。瀬戸旭法入会では会員

を募集しています。会員の方で知り合いの法人で法

人会への加入を紹介していただける方、また会報誌

をご覧になって興味を持たれた法人の方はお気軽に

事務局へご連絡ください。

　法人会では次のような事業を行っています。

・研修事業＝税法、教養、著名人による経済等の講演

・地域社会貢献事業＝手縫い雑巾の市等への寄贈、

　新小学一年生へ「れんらく帳」の寄贈、地元コミュ

　ニティラジオ局を活用し、「学校大好き」で生徒・

　児童の魅力を紹介。

・福利厚生事業＝団体加入による優遇制度を利用し

　た大型保障保険等の各種保険の提供、大型テーマ

　パークの利用割引券

・交流事業＝各部会（青年部、女性部、税法研究、

　陶商、建設業、調査部）、支部

・情報発信・事業支援＝ＥＴＣ最適化支援サービス、

　税法改正の要望・提言、会報誌配布、税務参考資料の配布

《公益社団法人瀬戸旭法人会

　　　　　TEL 0561-84-1161　FAX 0561-84-1325》

組織委員会から一言　　　　　　　　　　　　　組織委員長　加藤　陽太郎

平成30年７月１日～平成30年12月31日　　　　　　　　　　（支部別五十音順）新会員の紹介

　新年明けましておめでとうございます。皆様

におかれましては、つつがなく新しい年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。

　本年も会員の皆様と共に活発な会運営に努め

てまいりますので、ご協力くださいますよう宜

しくお願い申し上げます。

　海外経済・政治が混沌とする中、日本経済全

体は引き続き上向き基調と報道されています。

一方で我々中小企業は事業承継問題等、先行き

を見通すことが困難な環境下にあり、経営判断

のスピードをますます加速させていく必要に迫

られています。

　本年施行予定の消費税増税および軽減税率導

入をはじめ、税を取り巻く環境も刻々と変化す

る中、企業の存続・発展には正しい税知識と情

報がますます重要となります。その情報の質と

量を高めるべく、会員増強活動に引き続き協力

いただけますよう、よろしくお願いいたします。

※税務署にご提出いただく、所得税、消費税及び贈与税申告書については、マイナンバーの記載が必要です。

　詳しくは国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）のトップページにある「社会保障・税番号制度〈マイナンバー〉」

　をクリックして、ご覧ください。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度について



登 記 事 項 等 異 動 連 絡 票 
 

平成  年  月  日 
 

公益社団法人 瀬戸旭法人会 御中 
会員名                                   

 
所在地                                   

 
下記のとおり変更がありましたので連絡いたします。 

異動日  平成  年  月  日 

異動事項 変更前 変更後 

所 在 地 〒 

 

 〒 

フ リ ガ ナ   

法 人 名  
 

 

フ リ ガ ナ   

代 表 者  
 

 

電 話 番 号    
FAX 番号   

 

資 本 金 
 

万円 万円 

業 種 目 
 
 

 

組 織 変 更   
決 算 期 月     日 月     日 

そ の 他 
(支 部 等) 

 
 
 

 

 
該当事項をご記入のうえ、瀬戸旭法人会事務局まで連絡願います。 
(公社) 瀬戸旭法人会事務局  瀬戸市見付町３８－２ 瀬戸商工会議所３階 
TEL ０５６１－８４－１１６１   FAX ０５６１－８４－１３２５ 
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平成31年１月15日

公益社団法人　瀬戸旭法人会

広報委員会

瀬戸市見付町38番地の２

TEL 0561－84－1161
FAX 0561－84－1325
http://www.setoasahi-

houjinkai.org/

　会員の皆様にお願いがございます。会社の住

所・資本金・代表者等の変更がありました時

は、速やかに事務局までご連絡くださいますよ

うお願い申し上げます。届け出用紙は事務局に

ありますので、連絡いただければＦＡＸいたし

ます。

編集後記編集後記

　オリジナルテキストを見ながら各自で進めて頂き、その都度わからない事を何度でも質問して頂く“個別

指導型の出張パソコン教室”です。

　実践的ビジネス講座として、ご自身の学びたい部分を集中習得していただける様、各用途別に１日～２日

コースをご用意いたしました。複数のコースの組み合わせも可能です。

　最新のOFFICE2016にも対応、ビジネス向けツールも多彩です。新入社員研修・社員教育研修にご活用

下さい。ご自分のノートパソコンの持込も可能です。この機会にふるってご参加下さい！

 ご希望の方は事務局までFAXにてお申込み願います。

　日　時：平成31年２月14・21・28日、３月７日（毎週木曜日）

　　　　　10：00～16：00（昼休憩：１時間）

　会　場：瀬戸商工会議所　301会議室

　受講料：１日コース　  6,000円

　　　　　２日　〃　　12,000円

★ご不明な点・ご希望の方は事務局までご連絡下さい。

TEL 0561-84-1161 / FAX 0561-84-1325
　尚、お申込後の取消しはお受けできませんのでご

了承ください。

パソコン講座のご案内（ビジネス向け）

H30.12.21 第４回広報委員会

＊受講料にはオリジナルテキスト代とお食事
　が含まれます。

＊パソコンをレンタルされる方はレンタル料
　として１日1,000円が必要です。
　（パソコン持込の場合は不要）

＊受講料は、受講日初日に集金いたします。

　　申込締切　平成31年２月４日

・・・・

登 記 事 項 等 異 動 連 絡 票 
 

平成  年  月  日 
 

公益社団法人 瀬戸旭法人会 御中 
会員名                                   

 
所在地                                   

 
下記のとおり変更がありましたので連絡いたします。 

異動日  平成  年  月  日 

異動事項 変更前 変更後 

所 在 地 〒 

 

 〒 

フ リ ガ ナ   

法 人 名  
 

 

フ リ ガ ナ   

代 表 者  
 

 

電 話 番 号    
FAX 番号   

 

資 本 金 
 

万円 万円 

業 種 目 
 
 

 

組 織 変 更   
決 算 期 月     日 月     日 

そ の 他 
(支 部 等) 

 
 
 

 

 
該当事項をご記入のうえ、瀬戸旭法人会事務局まで連絡願います。 
(公社) 瀬戸旭法人会事務局  瀬戸市見付町３８－２ 瀬戸商工会議所３階 
TEL ０５６１－８４－１１６１   FAX ０５６１－８４－１３２５ 

　2018年、今年の世相を一文字の漢字で表す今年の漢字が『災』に決ま

りました。日本各地で揺れた地震、西日本豪雨、台風21・24号の直撃、

記録的猛暑など自然災害の威嚇を痛感し、パワハラ、不正入試、決裁文

書改ざん問題等々これらの人災などから『災』となったのでしょう。

2019年がどんな年になるかはわかり

ませんが、『災いも三年』『災いを転

じて福となす』などのことわざもあ

ります。我々法人会の会員が法人会

の活動を通し『災』が『福』になる

よう、「よし！頑張って行こう！」ぼん

やりと思う今日この頃です。（Ｍ・Ａ）





瀬戸信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

十 六 銀 行

名 古 屋 銀 行

愛 知 銀 行

大垣共立銀行

あ い ち 尾 東
農業協同組合

あ い ち 尾 東
農業協同組合

十 六 銀 行

瀬戸信用金庫

中 京 銀 行

中日信用金庫

三菱ＵＦＪ銀行

東春信用金庫

東濃信用金庫

名 古 屋 銀 行

瀬 戸 金 融 協 会 尾張旭金融協会
(加盟金融機関) (加盟金融機関)
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